
 

 

 

応 用 生 態 工 学 会 

第 ２ ０回 研 究 発 表 会 講 演 集 

日時：2016年（平成28年）9月2日（金）～5日（月） 

応 用 生 態 工 学 会 

会場：東京大学農学部弥生講堂，農学部１号館（東京都文京区） 



 

 

 

 

 

本資料は，応用生態工学会 第 20 回大会（20 周年記念東京大会）研究発表会の発表要旨をまとめた

ものである．それぞれの要旨は，査読を経ていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■後援 

国土交通省関東地方整備局，（公財）河川財団，（公社）土木学会関東支部， 

（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部，日本緑化工学会，日本景観生態学会 

 

■応用生態工学会 第 20 回大会（20 周年記念東京大会）実行委員 

実行委員長   虫明功臣（東京大学名誉教授） 

副実行委員長  久保市浩右（応用地質株式会社） 

実行委員    淺枝隆（埼玉大学） 

        知花武佳（東京大学） 

        西廣淳（東邦大学） 

        堂薗俊多（国土交通省水管理・国土保全局） 

        西浩司（いであ株式会社） 

        島村彰，伊川耕太（株式会社建設環境研究所） 

        渡邊敬史（株式会社建設技術研究所） 

        前田範章，竹原正泰（国際航業株式会社） 

        大杉奉功（水源地環境センター） 

        向後裕介（株式会社地域環境計画） 

        三好伸浩（日本工営株式会社） 

        高松宏行（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

        本田一彦，池田正（八千代エンジニヤリング株式会社） 

        舟橋弥生（リバーフロント研究所） 

        小川鶴蔵，浦川苑子（応用生態工学会） 

（順不同，敬称略） 

 

■応用生態工学会事務局 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 4-7-5 麹町ロイヤルビル 405 号室 

TEL：03-5216-8401 FAX：03-5216-8520 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年(平成28年) 9月2日（金）～ 5日（月） 

応用生態工学会第20回大会 

（20周年記念東京大会） 

大会プログラム 

於 東京大学農学部弥生講堂，農学部１号館 

（東京都文京区弥生1-1-1） 

＜第20回総会・第20回研究発表会・自由集会・エクスカーション＞ 

(同時開催): 公開シンポジウム 

『気候変動下における自然と地域社会のレジリエンス－応用生態工学の新たな展開－』 

【全体プログラム】 
 ■9月2日（金）－１日目－                                         

・自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う！V」      9:00～11:00 一条ホール 

・自由集会「ダム下流河川の生物群集の特性とその要因」   9:00～11:00 第８講義室 

・自由集会「生態系の自然浄化機能の理解と活かし方」    9:00～11:00 第６講義室 

・ポスター発表（コアタイムＡ）              11:00～12:00 セイホクギャラリー 

・ポスター発表（コアタイムＢ）              13:00～14:00 セイホクギャラリー 

・自由集会「応用生態工学でUAVを活用する！」       14:30～16:30 一条ホール 

・会議「第５回河川砂防技術基準（調査編）をもとにした意見交換会」（傍聴可） 

                             14:30～16:30 弥生講堂会議室 

・自由集会「生物多様性の評価におけるβ多様性の重要性」  14:30～16:30 第８講義室 

・自由集会「河川生態を分かり易く表現する」        16:45～18:45 一条ホール 

・自由集会「河川環境保全の現場：過去・現在・未来」    16:45～18:45 第８講義室 

 ■9月3日（土）－２日目－                                        

・口頭発表                        9:00～12:15 一条ホール,第８講義室 

                             13:00～15:30 一条ホール,第８講義室 

・自由集会「田んぼのいきものをどうやって守っていくか？ 

      －水田水域における多様な生物の保全と再生－」 15:45～17:45 一条ホール 

・自由集会「菊池川における河川生態学術研究：菊池川流域における地質による山地渓流の生態系の差異 

および氾濫原の環境の劣化と再生」            15:45～17:45 第８講義室 

・懇親会                         18:00～20:00 ３号館農学部食堂 

 ■9月4日（日）－３日目－                                        

・総会                          10:30～11:30 一条ホール 

・発表賞表彰                       11:30～12:00 一条ホール 

・公開シンポジウム「気候変動下における自然と地域社会のレジリエンス－応用生態工学の新たな展開－」 

                              13:00～17:00 一条ホール 

 ■9月5日（月）－４日目－                                        

 ・エクスカーション                     9:00 JR高崎線「行田駅」 集合・出発 

利根大堰下流の現地見学（砂礫河原再生，たまり池再生，湿地整備等） 

渡良瀬遊水地の現地見学（水辺再生，エコロジカルネットワーク等） 

河道掘削における湿地環境の創出・復元箇所,首都圏外郭放水路の現地見学 

17:00 東武野田線「南桜井駅」解散 
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【会 場】 

東京大学農学部弥生キャンパス（東京都文京区弥生 1-1-1） 

 電話：03-5841-8205（弥生講堂管理室） 

 URL：http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/ 

 

【会場までの主な交通機関】 

地下鉄：東京メトロ南北線「東大前」駅下車 徒歩１分 

    東京メトロ千代田線「根津」駅下車 徒歩８分 

都営バス：御茶ノ水駅（JR 中央線，総武線）より 

茶 51 駒込駅南口又は東 43 荒川土手操車所前行 

「東大（農学部前バス停）」下車 徒歩１分 

 

 

【東京大学農学部弥生講堂 一条ホール】 
 

 

【東京大学農学部弥生講堂 アネックス】 

【東京大学農学部弥生講堂 案内図】 

受付は 
一条ホールエントランスホールです． Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 
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【東京大学農学部１号館】 

 

 

 

【土木学会 CPD プログラム認定時間】 

実施日 行事名 時刻 CPD 単位 

9 月 2 日(金) 研究発表会 1 日目 9:00～18:45 6.0 

9 月 3 日(土) 研究発表会 2 日目 9:00～17:45 6.5 

9 月 4 日(日) 公開シンポジウム 13:00～17:00 3.7 

9 月 5 日(月) エクスカーション 9:00～16:25 4.5 

 

Ｎ 
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【 プログラム・会場対応表 】 
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【 研究発表会プログラム 】 

1/7

PA-1

PA-2

PA-3

PB-1

PB-2

PB-3

PB-4

PB-5

PC-1

PC-2

PC-3

PC-4

瀬戸内海を中心とした干潟におけるウミニナの生息環境調査：「研」「審」

野元あい※(大阪府立大学工業高等専門学校)・大谷壮介(同)

カニ類生息環境モデルの構築とそれらを適応した防潮堤水際域デザインの検討：「研」「審」

秋山秀樹※(熊本大学)・皆川朋子(同)

四国沿岸域におけるアマモ類 3 種の環境特性の比較と生息域推定：「研」「審」

中河哲郎※(徳島大学)・乾隆帝(山口大学)・竹川有哉(徳島大学)・河口洋一(同)

赤尾大樹※（近畿大学）・河内香織（同）

セッションC　河口域・干潟

河口域の保全に向けた貝類相及び物理環境による河口域の類型化：「研」「審」

森田海※（九州大学）・厳島怜（同）・島谷幸宏（同）

ダム下流部における流路と河川間隙水域の有機物分解速度の季節性：「研」

笠原玉青※（九州大学）、李彦達（同）

底泥濃度の違いが魚類の生残率と成長速度に与える影響：「研」「審」

片岡寛敬※（近畿大学）・河内香織(同）

矢作川支流の巴川におけるカワゲラの分布：「研」

藤本卓也
※

（愛知工業大学）・内田臣一（同）

ダム上流の魚類群集と生息域サイズとの関係性―河川水辺の国勢調査データを用いた全国
スケールでの傾向把握―：「研」「審」

末吉正尚
※

(土木研究所)・小野田幸生(同)・宮川幸雄(同)・堀田大貴(同／(株)建設技術研究所)・
永山滋也(土木研究所)・萱場祐一(同）

13:00～14:00 コアタイムB（セッション末尾偶数番）

セッションＡ　物質循環

河口湿地帯の二酸化炭素フラックスの動態解析：「研」

大谷壮介
※

(大阪府立大学工業高等専門学校)・鞠川純平(同)

汽水域の一次生産者による炭素固定機能の評価：「研」「審」

砂礫可携巣を持つトビケラ類のダム上下流における巣材選択：「研」「審」

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象

ポスター発表　9月2日（金） －1日目－ 11:00～14:00　　[ 会場：セイホクギャラリー ]

11:00～12:00 コアタイムA（セッション末尾奇数番）

安原汰唯我※(大阪府立大学工業高等専門学校)・辻大地(同)・大谷壮介(同)

佐波川における一次元・二次元ハイブリット河川生態系モデルの開発：「研」「審」

河野誉仁
※

（山口大学）・赤松良久(同)・永野博之(群馬工業高等専門学校）

セッションＢ　ダム環境評価
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2/7

PD-1

PD-2

PD-3

PD-4

PD-5

PD-6

PD-7

PD-8

PD-9

PD-10

PD-11

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象

セッションD　湖沼･湿地･水田･氾濫原

畑地由来の養分・塩類負荷がミズゴケ類の被度に与える影響：「研」

佐藤奏衣
※

(札幌市立大学)・矢部和夫(同)・ 矢崎友嗣(北海道大学)・木塚俊和（北海道立総合
研究機構）

放棄水田を活用した湿地再生〜印旛沼流域・八幡溜での試み〜：「事」

宮嵜舞※（東邦大学）・川井田美枝（同）・寺園直美（神崎川を守るしろい八幡溜の会）・西廣淳
（東邦大学）

菊池川における河道内氾濫原水域分類別の氾濫原依存魚種生息場評価：「研」「審」

岡村麻矢※（熊本大学）・上杉幸輔（同）、皆川朋子（同）

農業水路における希少タナゴ類の保全技術としての人工産卵床：「研」「審」

小林蒼茉※（岡山大学）・宮武優太（同）・青江洋（NPO法人倉敷水辺の環境を考える会）・中田和
義（岡山大学）

青森県上北郡七戸町の谷津水路におけるヤマアカガエルの越冬環境の把握：「事」

柿野亘※（北里大学）・高田沙織（（株）キクチ）・竹内基（種市高等学校）・眞家永光（北里大学）・
丹治肇（同）

岡山県南部の農業水路における国内希少野生動植物種スイゲンゼニタナゴの分布と環境要
因の関係：「研」「審」

咸成南
※

（岡山大学）・宮武優太（同）・川井健太（同）・小林蒼茉（同）・齋藤稔（徳島大学）・青江
洋（NPO法人倉敷水辺の環境を考える会）・中田和義（岡山大学）

霞ヶ浦における2010年から2015年にかけてのアサザ植栽地での繁茂状況の変化：「研」「審」

小室隆
※

（東京大学）・山室真澄（同）

氾濫原依存種保全の観点からみた高水敷緩傾斜掘削の評価：「研」「審」

上杉幸輔
※

(熊本大学)・伊東麗子(（株）九州開発エンジニヤリング)・皆川朋子（熊本大学）

用排兼用土水路に生息する魚類の生態とその保全策の検討：「事」

遠藤真仁※（岩手県立大学）・鈴木正貴（同）・辻盛生（同）

農法と景観構造が水田のカエル類の個体群密度に及ぼす影響　～環境保全型農法はカエル
類の生息に効果的か？～：「研」「審」

福島庸介
※

（兵庫県立大学）・内藤和明（同）・丸山勇気（(株)建設環境研究所）・田和康太（兵庫
県立大学）・佐川志朗（同）

水辺ビオトープにおけるゲンゴロウ類の種組成と生息場所について：「研」

川崎敦※（北里大学）・杉浦俊弘（同)・馬場光久（同)
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PE-1

PE-2

PE-3

PE-4

PE-5

PE-6

PE-7

PE-8

PE-9

PE-10

PE-11

直轄河川における平常時水位・水面域の推定方法の検討：「研」「審」

宮脇成生※((株)建設環境研究所)・伊藤英恵(同)・加藤康充(同)・永山滋也（土木研究所)・萱場
祐一(同)

矢作川白浜工区ワンドに生育するツルヨシと物理環境に関する考察：「研」「審」

大濱孝典※(大同大学)・吉川慎平(同)・ 鷲見哲也（同）

幅水深比による河川景観評価の山口県河川への適用可能性の検討：「研」

関根雅彦
※

（山口大学）・王嘉寧（同）・石田信一（山口県河川課）

国内河川における攪乱レジームと底生動物相の関係：「研」「審」

渡辺裕也
※

（愛媛大学）・吉村研人（水資源機構）・赤坂卓美（帯広畜産大学）・森照貴（東京大
学）・三宅洋（愛媛大学）

山間地河道の礫段地形の保全・復元手法に関する基礎的検討〜切立川における検討事例
〜：「研」「審」

板垣侑理恵※（岐阜大学）・原田守啓（同）

表層地質に着目した山地河川の地形特性の基礎的検討：「研」「審」

天野裕行※(岐阜大学)・ 原田守啓(同)

2014年の御嶽山噴火から1年後の王滝川水系における秋と冬の付着藻現存量：「研」

野崎健太郎
※

（椙山女学園大学）

樋井川改修後のシロウオ産卵状況：「研」

伊豫岡宏樹※（福岡大学）、皆川朋子（熊本大学）

扇状地河川における砂州表層の粒度及び凹凸の空間分布特性：「研」「審」

荒川貴都
※

（岐阜大学）・原田守啓（同）

セッションE　河川環境評価

重信川水系における攪乱レジームと河川動物群集の関係：「研」「審」

泉哲平※（愛媛大学）・吉村研人（水資源機構）・井上幹生（愛媛大学）・三宅洋（同）

河道リーチスケールでの植生・物理環境のモニタリングにおける縦断水位連続観測の有効性：
「研」「審」

吉川慎平※（大同大学）・鷲見哲也（同）

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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PF-1

PF-2

PF-3

PF-4

PG-1

PG-2

PG-3

PG-4

PH-1

PH-2

PH-3

PH-4

PH-5 マイクロPIXEを用いた水生生物組織の微量元素分析による生息環境情報の可視化の試み：
「事」

吉冨友恭※（東京学芸大学)・鈴木享子（東京学芸大学/東京大学）・及川将一（放医研量研機
構）・武田志乃（同）

河川水中に存在するDNAを活用した重信川の流域内水生昆虫種多様性解析：「研」「審」

八重樫咲子※(愛媛大学)・渡辺幸三(同)

淀川水系下流域のアユ個体群の耳石分析とDNA分析による降河履歴の推定：「研」

竹門康弘※（京都大学）・谷口順彦（淀川河川レンジャー）

日本の気候勾配に沿ったオナシカワゲラ（Nemoura  sp.）個体群の比較プロテオーム解析：
「研」「審」

山野俊介※(愛媛大学)・Maribet Gamboa（同）・Maria Claret Lauan（同）・岩田久人（同）・渡辺幸
三（同）

椹野川水系におけるコイの河道内移動分布とその食性：「研」「審」

後藤益滋※（山口大学）・井上徹志（長崎大学）・城田久岳（香川学園）・合屋知彦

セッションH　遺伝子･微量元素解析

微量元素およびストロンチウム安定同位体を用いたヒゲナガカワトビケラの発生地判別の可能
性：「研」「審」

工藤誠也
※

（弘前大学）・井上博元（岩手大学）・野田香織（弘前大学）・渡邉泉（東京農工大学）・
申基澈（総合地球環境学研究所）・東信行（弘前大学）

外来魚の侵入リスク評価に用いる生物多様性指標に関する比較検討：「研」

角田裕志※（埼玉県環境科学国際センター）・満尾世志人（新潟大学）

外来種アメリカザリガニの駆除手法の検討：「研」

中田和義※（岡山大学）・牛見悠奈（同）・白石理佳（同）・竹原早恵（同）

七ヶ宿ダム（宮城県）におけるコクチバスの試験的な防除の取組み及びその効果：「事」「審」

坂本正吾※（応用地質(株)）・丸谷成（同）・山本和司（(株)復建技術コンサルタント）・阿部富雄（国
交省東北地整七ヶ宿ダム管理所）

Water Quality Conservation and Environmental Management of the Inle Lake in Myanmar：
「事」

Htet Htet Moe※(埼玉大学)・藤野毅(同)・Hnin Wityi((株)建設技術研究所)・伊藤一正(同)

車軸藻によるファイトレメディエーションの研究：「研」「審」

竹内千尋※(埼玉大学)・浅枝隆(同)

セッションG　外来種

セッションF　水質浄化・管理

中小都市河川に流入する高度下水処理水が水生生物相に与える影響：「研」「審」

中津彰太
※

（九州大学）・島谷幸宏（同）・林博徳（同）

水族園における水質浄化技術の開発と生物多様性の普及啓発：「事」「審」

松下太郎
※

((株)ウエスコ)・渡辺敏(同)、國居彩子(神戸市立須磨海浜水族園)・平川雄冶(同)・山
橋正明(豊中市)・松原啓充(同)

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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PI-1

PI-2

PI-3

PI-4

PI-5

PI-6

PI-7

PJ-1

PJ-2

PJ-3 河川横断構造物が魚類の流程分布に及ぼす影響－北上川水系中津川を事例として－
：「事」

辻盛生※（岩手県立大学）・鈴木正貴（同）・加藤渓（同）・小野寺海人（同）・加藤豪人（同）

セッションJ　魚道･横断構造物

渓流域の落差工に対する魚道設置効果：「研」

田原大輔※（福井県立大学）・片山暢（同）・流守博（福井県建技技術研究センター）・前田健児
（同）

渓流河川における砂防堰堤スリット化はサクラマスにどのような影響を与えたのか？：「研」
「審」

大場梢（山形大学）・渡邉一哉
※

（同）

カワヤツメ幼生による河畔林由来落葉分解物の摂取機構：「研」「審」

荒川裕亮※（石川県立大学）・柳井清治（同）・村上隆也（同）・三宅克英（同）

流域特性が回遊性淡水魚類の河川利用に及ぼす相対的重要性：「研」

満尾世志人※(新潟大学）

神通川におけるサクラマスOncorhynchus masou の越夏場所の生息条件の選好性：「事」「審」

尾関哲史(日本工営(株))・諏佐晃一※(同)・佐藤利行(国交省北陸地整富山河川国道事務所 *現
所属 河川部)・星野康弘(同　*現所属 金沢河川国道事務所)

礫の露出高の違いがアユの採餌におよぼす影響−実験水路における河床操作実験−：「研」
「審」

堀田大貴
※

（土木研究所／(株)建設技術研究所）・小野田幸生（土木研究所）・宮川幸雄（同）・
末吉正尚（同）・萱場祐一（同）

イトウの幼魚期と成魚期における食性の比較：「研」

鈴木享子
※

（東京大学／東京学芸大学）・ 川原満（猿払イトウの会）・加賀谷隆（東京大学）・河口
洋一（徳島大学）・清水泰（猿払村漁協）・藤本信治（オホーツク活魚）・永井英俊（猿払鮭鱒漁
業）・吉冨友恭（東京学芸大学）・大竹二雄（東京大学）

ネコギギ繁殖場の物理条件及び繁殖場整備手法の検討：「研」「審」

藤澤貴弘※(水源地環境センター)・大杉奉功(同)・清水義孝(いであ(株))・南野洋孝(同)・時耕清
志(国交省設楽ダム工事事務所)・川村昭彦(同)

セッションI　魚類生態・生息環境

土砂供給の影響予測に向けた魚類による淵の水深利用の把握：「研」

小野田幸生※（土木研究所）・堀田大貴（同／(株)建設技術研究所）・萱場祐一（土木研究所）

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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PK-1

PK-2

PK-3

PK-4

PK-5

PK-6

PL-1

PL-2

PL-3

PM-1

PM-2

PM-3

PM-4 阿蘇地域における植生と斜面崩壊との関連分析～グリーンインフラによる阿蘇草原再生を目
指して～：「研」

天本昌吾
※

（熊本大学）・吉廣鎮（同）・皆川朋子（同）

エネルギーの地産地消とグリーンインフラ(その２)-公園緑地の震災避難所としての機能強化
施策-：「事」

藤野毅
※

(埼玉大学)・ディペンドラ(同)・飯嶋光幸((株)高橋製作所)・田島克己(NPO秩父100年の
森)

グリーンインフラが有する多機能性を、いかにして引き出すか？
麻機遊水地での防災・生物多様性・健康・地域活性化の取組み：「研」「審」

上野裕介
※

（東邦大学）・大澤剛士（農研機構）・西廣淳（東邦大学）

日本における都市型グリーンインフラストラクチャーの導入可能性：住宅地における雨水調整
池と空き地の活用策の検討：「研」「審」

高橋栞※（東邦大学）・上野裕介（同）・西廣淳（同）

山本和司
※

（（株）復建技術コンサルタント）・田中菜摘（同）・菅原慎一（国交省東北地整福島河
川国道事務所）

アルゴス型GPS発信機を用いた希少猛禽類オジロワシの飛翔特性と風況予測による関係性
解析：「研」「審」

林佑亮
※

（徳島大学）・薮原佑樹（同）・内田孝紀（九州大学）・斉藤慶輔（猛禽類医学研究所）・山
田芳樹（(株)ドーコン）・河口洋一（徳島大学）

環境影響評価における蝙蝠の調査方法に関する考察(2)：「事」「審」

見上伸※（(株)日立パワーソリューションズ）・高橋雅也（同）・福井聡（日本気象協会）・和田伸久
（同）・魚崎耕平（同）・前川聡（くろしお風力発電（株））

セッションM　グリーンインフラ・ECO-DRR

河川に生息するトンボ目幼虫が好む微生息環境の推定：「研」「審」

高良真佑子※（近畿大学）・河内香織（同）

天然記念物・美郷ホタルの飛翔数とカワニナ生息域の関係性：「研」「審」

藤宗朋樹※（徳島大学）・竹川有哉（同）・河口洋一（同）

セッションL　陸域環境

環境保全措置に対するオオタカの反応；営巣地への蓋がけの事例：「事」「審」

Aquatic Insect Community Survey in Chin State, Myanmar：「事」

Hnin Myat Mon
※

(埼玉大学)・Takeshi  Fujino(同)・Aung Nanda(MSDES)・Daw Htike
Htike(MMU)・Khin kyu Kyu(同)

矢那川における落葉堆積形態の違いが底生生物相に与える影響：「研」「審」

佐野尚毅（木更津高専）・菊池祐美（同）・鈴木涼太（同）・松田夏以（同）・湯谷賢太郎
※

（同）

盛岡市近郊に生息するゲンジボタルの生活史：「事」

栗谷川剛志※（岩手県立大学）・辻盛生（同）・鈴木正貴（同）

セッションK　底生動物

渡良瀬川における重金属濃度と底生動物相の時空間的変化 ：「研」「審」

岩崎雄一
※

（東洋大学）・多賀須誠樹（同）・柏田祥策（同）

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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PN-1

PN-2

PN-3

PN-4

PN-5

渡辺友美※（早稲田大学/お茶の水女子大学）

和田彰※（(株)建設技術研究所）・岩瀬晴夫（(株)北海道技術コンサルタント）・三橋弘宗（兵庫県
立大学）、原田守啓（岐阜大学）・林博徳（九州大学）・後藤勝洋（リバーフロント研究所）

沖縄本島億首川におけるマングローブ林の再生管理に向けた協働モニタリングの開発：「研」
「審」

竹村紫苑※（総合地球環境学研究所）・鎌田磨人（徳島大学）

島嶼の地域知を活かした海洋保護区の計画−長崎県五島列島三井楽半島の事例：「事」

清野聡子
※

（九州大学）・坂本崚（同）・井上晃輔（同）・滝沢恭平（同）・會津光博（同）

博物館における微小な生物生態の視覚化に関する調査－欧州の自然史系博物館及び水族
館展示調査から－：「事」「審」

セッションN　地域協働･情報発信

散布体バンクを活用した水生植物の再生可能性と市民参加型プログラムの検討―東京都内
の公園を対象に―：「研」「審」

白土智子※（東邦大学)・林紀男（千葉県立中央博物館)・内山香（東京都西部公園緑地事務所)・
西廣淳（東邦大学）

水辺の小さな自然再生を通じた川づくりの人づくりPDCA　〜コラボで取組む段階的な人材育
成プログラム（試案）〜：「事」「審」

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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9:00 OA-1

9:15 OA-2

9:30 OA-3

9:45 OA-4

10:00 OA-5

10:15 OA-6

セッションC　魚類生息環境

10:30 OC-1

10:45 OC-2

11:00 OC-3

11:15 OC-4

11:30 OC-5

11:45 OC-6

12:00～13:00 ― 休憩 ―

「宮中取水ダムせせらぎ魚道の運用水深変更に伴う効果の検証」：「事」

青木克憲※（東日本旅客鉄道(株)）・竹内洋介（同）、枡本拓（同）

「七ヶ宿ダムにおける外来魚の現状と新しい駆除方法の効果」：「事」「審」

山本和司
※

（(株)復建技術コンサルタント）・田中菜摘（同）・阿部富雄（国交省東北地整七ヶ
宿ダム管理所）・坂本正吾（応用地質(株)）

「河床の細粒底質量とカジカ（大卵型）の摂取餌および栄養蓄積状態との関係」：「研」

尾張由輝也※（東京大学）・加賀谷隆（同）

「連続砂防堰堤区間での夏季水温上昇」：「研」

鷲見哲也※（大同大学）・河口洋一（徳島大学）

「テレメトリー技術等を用いたサクラマスの生息実態・生息環境特性の把握〜黒部川にお
ける魚類生息環境の復元に向けて〜」：「研」「審」

大石三之※（(株)建設技術研究所）・長野紀章（同）・高橋裕美（同）・田島洋輔（日本大学）・
越野正史（前国交省北陸地整黒部河川事務所）・井田聡（国交省北陸地整黒部河川事務
所）

辻野昌広※（日本生態系協会）・佐々木雅裕（千葉大学）・相澤章仁（同）

「遺伝情報を用いた魚類移動環境評価の可能性」：「研」

安形仁宏
※

((株)建設技術研究所)・瀬口雄一(同)・太田宗宏((株)建設環境研究所)・飛鳥川
達郎(同)・増本育子(中電技術コンサルタント(株))・山原康嗣(同)・村岡敬子(土木研究所)

「環境DNAを用いた河川生物量推定法〜回遊性遊泳魚であるアユに着目して〜」：「研」
「審」

乾隆帝※（山口大学）・赤松良久（同）・土居秀幸（兵庫県立大学）・一松晃弘（山口大学）

「水文・生息場モデルを用いた河川健全度評価手法の提案」：「研」「審」

糠澤桂
※

（宮崎大学）・風間聡（東北大学）・渡辺幸三（愛媛大学）

「階段式魚道等の流れ場と魚類の移動環境」：「研」

村岡敬子※（土木研究所）・萱場祐一(同)

【研究発表会・一般講演内容(口頭発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象

口頭発表　9月3日（土） －2日目－ 9:00～15:30　　[ 会場：弥生講堂一条ホール ]

セッションＡ　河川環境評価

「微小貝を使った環境評価法の検討」：「研」

芝崎美世子※（大阪市立大学/大阪自然環境保全協会）

「中小河川における河川環境の整備と保全の目指すべき方向性と目標の検討」：「事」
「審」

千葉悠子※（(株)北海道技術コンサルタント）・渡辺恵三（同）

「市民参加による生物モニタリングが参加者の学びと地域への関心に及ぼす影響―チ
ノービオトープフォレストにおける事例紹介―」：「事」「審」
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セッションE　底生動物

13:00 OE-1

13:15 OE-2

13:30 OE-3

13:45 OE-4

14:00 OE-5

14:15 OE-6

14:30 OE-7

14:45 OE-8

15:00 OE-9

15:15 OE-10

前原裕※（近畿大学/日本スパルティナ防除ネットワーク）・西野惇志（近畿大学）・木村妙子
（日本スパルティナ防除ネットワーク/三重大学）・早坂大亮（近畿大学）

「神奈川県の流域の地史、林相、ニホンジカ密度が異なる源流河川における底生無脊椎
動物群集の構成の変異」：「事」

大平充※（神奈川県自然環境保全センター）・内山佳美（同）

永山滋也※（土木研究所）・塚原幸治（ふるさと自然再生研究会）・萱場祐一（土木研究所）

「千曲川中流域におけるシマトビケラ科幼虫の二次生産速度の推定」：「研」

平林公男※(信州大学)・中山美咲(同)・岡田俊典(同)・崔翔気(同)

「ダム湖におけるザリガニの濁水耐性」：「研」「審」

飯村幸代※（北海道栽培漁業振興公社）・中尾勝哉（同）・川井唯史（北海道立総合研究機
構）

「特定外来植物ヒガタアシの掘削防除で白川河口の底生動物類はどう変化したか？」：
「研」「審」

坂田良介※(埼玉大学)・田中規夫(同)

「矢作川の瀬における造網性トビケラ類から見た河床撹乱と砂州の微地形との対応」：
「研」

内田臣一※（愛知工業大学）

「大和川の本川と支川における底生動物群集および攪乱後の過程」：「研」「審」

河内香織※(近畿大学)・熊谷元気(同)・矢野貴史（同）

「土地区画整理事業に向けた流水性イシガイ類の一時的待避場所の検討〜移植後2年
間の成長・生残・流出の記録から〜」：「研」

「山地流路工を対象とした枠式人工河岸の導入とその効果の検証」：「事」

山下奉海
※

（九州大学）・福留峻介（同）・厳島怜（同）・島谷幸宏（同）

「河川の平面形状特性が生息場構造へ及ぼす影響」：「研」「審」

高橋真司
※

（京都大学）・渡辺幸三（愛媛大学）・大村達夫（東北大学）・竹門康弘（京都大
学）

「人工角柱粗度周囲の底面流れとチラカゲロウの空間選考性に関する水路実験」：「研」
「審」

【研究発表会・一般講演内容(口頭発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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セッションB　水質・物質循環

9:00 OB-1

9:15 OB-2

9:30 OB-3

9:45 OB-4

10:00 OB-5

10:15 OB-6

セッションD　陸域環境

10:30 OD-1

10:45 OD-2

11:00 OD-3

11:15 OD-4

11:30 OD-5

11:45 OD-6

12:00 OD-7

12:15～13:00

「トウキョウサンショウウオの基礎代謝における温度と体重の影響」：「研」「審」

桒田将司※(木更津高専)・湯谷賢太郎(同)

― 休憩 ―

「河川水辺の国勢調査を用いたマクロスケール解析による全国規模での鳥類分布変化の
解明」：「研」「審」

藪原佑樹※（北海道大学／徳島大学）・赤坂卓美（帯広畜産大学）・山浦悠一（森林総合研
究所）、中村太士（北海道大学）

「猛禽類調査法：目視／テレメ／ＧＰＳ調査結果の比較」：「研」

阿部學※（ラプタージャパン（日本猛禽類研究機構））・中島拓也（同）

「猛禽類調査におけるGPS発信器の活用について」：「研」

阿部學（ラプタージャパン（日本猛禽類研究機構））・中島拓也※（同)

「オガルカヤの生育する河川堤防における土壌断面調査」：「事」

白井宏尚
※

（(株)ウエスコ）・渡辺敏（同）・藤田庸介（大阪市建設局）・小林誠治（同）

「市民参加型モニタリングにより明らかとなった利根運河堤防部におけるセイヨウアブラナ
の分布拡大」：「事」「審」

相澤章仁※(千葉大学）・ 田中愛子(同）・辻野昌広（日本生態系協会）

「キンラン属3種の生態解明と保全手法の確立に向けて」：「研」「審」

長谷川啓一
※

((株)福山コンサルタント) ・大城温(国土技術政策総合研究所)・ 長濱庸介
(同)・光谷友樹(同)・井上隆司(同) ・上野裕介(東邦大学)・遊川知久(国立科学博物館)

吉川泰弘※（北見工業大学）・岡部博一（寒地土木研究所）・鳥谷部寿人（同）・田中忠彦
（同）

「植生管理用貯水トレンチ内の生息生物と貯留水質に関する研究」：「研」

山西博幸※（佐賀大学）・大石京子（同）

「盤州干潟潮間帯泥中の脱窒菌鉛直分布」：「研」「審」

中村亮太※(木更津高専)・湯谷賢太郎（同）

白鳥実
※

（(株)四電技術コンサルタント）

「溶存酸素濃度の連続観測を用いた矢作川の一次生産量の推定」：「研」

内田朝子※(豊田市矢作川研究所)・今泉久祥(伊勢志摩里海学舎)・谷田一三（大阪市立自
然史博物館）

「テーゲル湖（ドイツ）におけるIDHを活用した気泡循環対策」：「研」

古里栄一
※

(埼玉大学)・Jayatu Kanta Bhuyan(同)・Ingrid Chorus(Federal Environment
Agency Germany)・Jutta Fastner(同)・今本博臣(水資源機構)

「アンカーアイスの形成と剥離および物質輸送に関する現地観測」：「研」

口頭発表　9月3日（土） －2日目－ 9:00～15:30　　[ 会場：１号館第８講義室 ]

「山地河川における河床付着物の一次生産等の推定のためのDO連続観測結果」：「研」
「審」

【研究発表会・一般講演内容(口頭発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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セッションF　水生植物

13:00 OF-1

13:15 OF-2

13:30 OF-3

13:45 OF-4

14:00 OF-5

14:15 OF-6

14:30 OF-7

14:45 OF-8

15:00 OF-9

15:15 OF-10

「Photosynthetic performance and stress response of Potamogeton anguillanus  to
salinity」：「研」「審」

Hendadura Chandani Chalanika De Silva※（埼玉大学）・Takashi Asaeda（同）

「Variation of intracellular 2-MIB in cyanobacterium Pseudanabaena galeata  and its
relation to nutrient limitation」：「研」「審」

Helayaye Damitha Lakmali Abeynayaka※（埼玉大学）・Takashi Asaeda（同）

「Revisiting SCDM (Sverdrup Critical Depth Model) and quantifying the　importance of
P-I(Photosynthesis-Irradiance) equation　- Case study without photoinhibition-」：「研」
「審」

Jayatu Kanta Bhuyan※（Brandenburg University of Technology)・Eiichi Furusato(埼玉大
学)・Marion Martienssen（Brandenburg University of Technology)・Brigitte Nixdorf（同)・
Hiroomi Imamoto(水資源機構)

「汽水域のヨシ原の成立高さと長期的潮位変動との関連についての考察」：「事」

渡辺敏※（(株)ウエスコ）・白井宏尚（同）・藤田庸介（大阪市建設局）・小林誠治（同）・松本和
功（同）

「ハス（Nelumbo nucifera ）はどの葉からガスを放出しているのか」：「研」「審」

古畑光
※

（東京農工大学）・島村誠人（同）・今野凌（同）・利谷翔平（同）・周勝（上海市農業
科学院）・寺田昭彦（東京農工大学）・細見正明（同）

「The effect of iron exposure on oxidative stress and antioxidative responses of Egeria

densa 」：「研」「審」

Mahfuza Parveen※（埼玉大学）・Takashi Asaeda（同）・Md H. Rashid（同）

「佐波川におけるオオカナダモの繁茂・流失要因の検討」：「研」「審」

赤松良久※（山口大学）・乾隆帝(同)・掛波優作(同)

「流路側岸植生帯による砂・粒状有機物の捕捉と横断方向平面二次元解析へのその取り
込み」：「研」

尾花まき子※（名古屋大学）・全浩成（韓国技術研究院）・辻本哲郎（名古屋大学）

「琵琶湖における沈水植物群落の変遷」：「研」「審」

波多野圭亮※(水資源機構)・松永徹(同)

「付着藻による河床礫の揚力特性変化に関する基礎研究」：「研」「審」

長谷見優※（埼玉大学）・田中規夫（同）

【研究発表会・一般講演内容(口頭発表)】

「※」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象
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【 賛助会員企業展示 】 

 

【日時】9 月 2 日(金) 11：00～9 月 3 日 15：30   

【場所】セイホクギャラリー 

【賛助会員番号】115 

【企 業 名】八千代エンジニヤリング 株式会社 

【出 展 内 容】 

 海洋に生息する生き物やエネルギーを活用した地球温暖化対策の取組のご紹介 

 

【賛助会員番号】127 

【企 業 名】株式会社 建設環境研究所 

【出 展 内 容】 

企業概要ととりくみ、水中音響カメラのご紹介（ポスター展示） 

 

【賛助会員番号】131 

【企 業 名】株式会社 建設技術研究所 

【出 展 内 容】 

 子どもの心身を育む水辺環境の研究 ～子どもたちの発話からの考察～ （ポスター展示） 

 

【賛助会員番号】137 

【企 業 名】いであ 株式会社 

【出 展 内 容】 

 水中 3D スキャン、土砂動態観測等の河川・海域生態系で使える技術のご紹介（ポスター展示） 

 

【賛助会員番号】140 

【企 業 名】日本工営 株式会社 

【出 展 内 容】 

 洪水予測システム、藻類等による表土保全技術、希少植物保護増殖技術等（ポスター展示） 

 

【賛助会員番号】182 

【企 業 名】株式会社 地域環境計画 

【出 展 内 容】 

 モバイルネットワークを利用した自動撮影カメラの新たな展開（実物展示） 

ドローンだから出来る！今までにない情報のご提供と活用方法のご提案（ポスター展示） 
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【 自由集会プログラム 】 

※各集会の詳細内容については変更する場合があります． 

【自由集会：Ａ】  

小さな自然再生が中小河川を救う！V 

・日時：9月 2日(金) 9：00～11：00  会場：一条ホール 

【企画】三橋弘宗（兵庫県立大），林博徳（九州大），原田守啓（岐阜大） 

【趣旨】2012 年以来，自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う！」のタイトル名により 4 回の集会

を積み重ねてきた．一昨年度に事例集の作成と発刊を契機として，全国各地に様々な取り組みが行われ

るようになり，多様な主体による参画が推進されている．技術面においても，魚道や河道変化に限らず，

様々な工夫が取り入れられるほか，普及に伴って安全面への配慮についても考え方が整理されつつあ

る．今回の集会では，これまで紹介されてこなかった方法（シードバンク）や行政による参画の方法（市，

県や国），そして安全管理についての話題を取り上げ，より実務的に展開し，より多くのセクターから

の参加を促すための方策について議論したいと思います． 

【プログラム】  

司会：      三橋弘宗・林博徳 

話題提供：  各 15 分程度×5件（計 75 分程度） 

①これまでの経緯と開催の趣旨説明 （三橋） 

②事例紹介 

「池を掘ってシードバンクをリフレッシュ」 

西廣淳（東邦大学） 

「行政発信の小さな自然再生 豊田市岩本川モデルの挑戦」 

伊藤匠・田中五月（一般社団法人 ClearWaterProject） 

「河川整備で活かす小さな自然再生の取り組み紹介」 

竹内えり子（建設技術研究所） 

「小さな自然再生のための水理検討 入門編」 

原田守啓（岐阜大学） 

③小さな自然再生研究会の発足と実務講習会の案内（ＪＲＲＮ） 

会場からのコメントと議論 
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【自由集会：Ｂ】  

ダム下流河川の生物群集の特性とその要因 

・日時：9月 2日(金) 9：00～11：00  会場：１号館第８講義室 

【企画】谷田一三（大阪市立自然史博物館），一柳英隆（水源地環境センター） 

【内容】ダム下流は，ダムによる流況，流砂，水温・水質，粒状有機物などの変化を要因として，河川の

生物群集が変化する．このことについては，応用生態工学会の前身の同研究会設立時以来，広く興味を

持たれ，会誌『応用生態工学』においても特集がされている（1999 年）．それ以降も，各研究者によ

り研究が続けられているが，いったい何がどこまでわかったのだろう？ 

ダム直下がどのような生物群集になるのか，ダムの規模や運用方法などによってどのように反応が異

なるのか，どのような要因が主に効いているのか，いままでの研究を総括するとともに，これからのダ

ム管理にも貢献する研究について議論したい． 

【プログラム】 

●一次生産者「ダムによって注目される一次生産の脇役たち：矢作川の事例から」 

内田朝子（矢作川研究所） 

・コメント：森 照貴（東京大学） 

●底生動物「底生動物群集はダム下流でどう変化しどう緩和されるか？」 

片野 泉（奈良女子大学）・土居秀幸（兵庫県立大）・三橋弘宗（兵庫県立人と自

然の博物館）・水守裕一・松岡真里奈・角絢香（兵庫県立大） 

・コメント：一柳英隆（水源地環境センター） 

●魚類「ダム上下流の魚類群集比較の解析事例」小野田幸生（共生センター） 

加藤康充（建設環境）・森 照貴（東京大学）・末吉正尚（共生センター） 

・コメント：田代喬（名古屋大学） 

★コメント（議論の導入として）：竹門康弘（京都大学防災研究所） 

議論：谷田一三（大阪市立自然史博物館）コーディネーター 

総括：辻本哲郎（名古屋大学名誉教授） 
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【自由集会：Ｃ】  

生態系の自然浄化機能の理解と活かし方 

・日時：9月 2日(金) 9：00～11：00  会場：１号館第６講義室 

【企画】中野和典（日本大学工学部），渡辺敏（株式会社ウエスコ） 

【内容】人の生活にとって役立つ生態系機能について，概念は知っていても，具体的にわかって操れる人

は少ないのが現状です．メカニズムを科学的に理解すれば，生態系の再生や資源利用に対して，今より

もっと積極的になれるはずです． 

水質浄化を主題としつつ，快適な環境とヒトの生活を目標として，生きものによる浄化対策の実例，

自浄作用の実測に関する情報，意見を交流します． 

これまで当学会で扱われることが少なかった分野での意見交換です．今後実装例を増やすためにも，

経験，興味のある方のご意見，ご批判を求めます．気軽にご参加ください． 

【プログラム】 

趣旨説明（計 5min.） 

・中野和典（日本大学） 自然の力を活かした浄化施設 

・渡辺敏（ウエスコ） 浄化機能の高い自然をつくる 

話題提供（各 12min. ＋質疑 3min.） 

・尾花まき子（名古屋大）： 洪水後の砂州の窒素減少 

・松下太郎（ウエスコ）： 生きもので水族園の水を浄化する 

・大附遼太郎（日大大学院工学研究科・学生）： 花壇を活用した排水処理システム の開発 

・中野和典（日大工学部・教員）：電気と水道が不要で排水が出ないトイレシステムの開発 

・横田岳史（株式会社リードネット）：花壇を活用したトイレ排水処理 カンボジアでの取り組み 

総合討議，意見交換（20min.） 
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【自由集会：Ｄ】  

応用生態工学で UAV を活用する！ 

・日時：9月 2日(金) 14：30～16：30  会場：一条ホール 

【企画】山田浩之（北海道大学）・伊豫岡宏樹（福岡大学）・上野裕介（東邦大学） 

【内容】UAV（ドローンとも呼ばれる）の機体性能の向上，SfM（Structure from Motion）技術の発展

によって，自律飛行やオルソ画像の作成，地形測量が簡便に実施できるようになり，貨物運送や農業，

災害分野など様々な分野での利活用が進んでいる．応用生態工学会でも環境や生物相調査での事例発表

が増えつつあり，今後の益々の発展・普及が期待されるところである．この自由集会では，UAV 調査

や SfM 技術の基礎，UAV に関する最近のトレンド，UAV を用いた様々な対象のモニタリング事例， 微

地形測量，ヒヤリハット事例や苦労話などについて話題提供いただき，各種調査に最適な UAV やソフ

トウェア，今後の展望，安全な運用方法などについて意見交換を行いたい． 

【プログラム】 

趣旨説明：山田浩之（北海道大学） 

話題提供： 

１．UAV でわかること，わからないこと：動植物や景観調査の事例から：上野裕介（東邦大学） 

２．UAV-SfM による干潟モニタリングとハビタット評価：伊豫岡宏樹（福岡大学） 

３．大地をスキャンする！ 河川，湿地，森林の調査事例：丹羽英之（京都学園大学） 

４．UAV を使ったちょっと変わった調査法：山田浩之（北海道大学） 

総合討論： 

コメンテーター 鎌田磨人（徳島大学） 

 

 

【会議：Ｅ】  

会議「第５回 河川砂防技術基準（調査編）をもとにした意見交換会」（傍聴可） 

・日時：9月 2日(金) 14：30～16：30  会場：弥生講堂会議室 

【趣旨】国土交通省においては，平成 24 年 6 月に河川砂防技術基準（調査編）（以下，河砂基準）が改

定されました．その総論には「新たな調査方法等の採用に当たっては，国土技術政策総合研究所等に

よる関連情報の収集・調査等によるほか，学識者や関係者等の意見を聞くことにより最新の調査方法，

技術的知見，課題等を把握する作業を定期的に行い，調査編の内容を見直すこと」としており，産官

学の連携を通じた河川管理技術の向上が期待されています． 

この度，河砂基準の環境分野の記載が，最新の学術的・技術的水準および現場実務での活用実態・

実績を踏まえたうえで，必要かつ十分なレベルで適宜改定されるよう学識者や関係者等と意見交換を

行うことを目的として第 5回意見交換会が開催されます． 

※傍聴について：傍聴希望者は傍聴可能です（会場の人数制約有，先着順）．ただし，傍聴者のご発言

は出来ません． 

■意見交換会メンバー 

国土技術政策総合研究所：松尾和巳水環境研究官，福島雅紀主任研究官 

土木研究所      ：萱場祐一上席研究員 

土木学会環境水理部会 ：芝浦工業大学 宮本仁志 教授，鳥取大学 矢島啓准教授， 

山口大学 赤松良久 准教授，玉野総合コンサルタンﾄ（株）大橋伸之 

応用生態工学会    ：徳島大学 河口洋一 准教授，名古屋大学 田代喬 准教授， 

東邦大学 西廣淳 准教授，国際航業（株）中村敏一 
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【自由集会：Ｆ】  

生物多様性の評価におけるβ多様性の重要性 

・日時：9月 2日(金) 14：30～16：30  会場：１号館第８講義室 

【企画】森 照貴（東京大学） 

【内容】応用生態学や保全生態学において，生物多様性を評価することは基本であり，特に種多様性に関

しては多くの知見が積み重ねられてきた．しかし，種多様性を評価してきた多くの研究は，比較的小

さな空間スケール（局所スケール）で観察される群集に注目し，その群集に含まれる種数（α多様性）

や種構成に基づいた多様度指数のみを対象としてきた．一方，群集間にある種構成の違い（β多様性）

やより大きな空間スケール（地域スケール）で観察される種数（γ多様性）についても，言及した研

究は少ないのが現状である．局所スケールでの種数（α多様性）の減少は，必ずしも地域全体の種数

（γ多様性）の減少を引き起こすわけではない．その一方で，局所スケールでの種数（α多様性）が

増加したとしても地域全体の種数（γ多様性）が低下することもある．α多様性とγ多様性といった

二つの指標が示す変化は，β多様性を考えることで理解することが可能であり，α・β・γ多様性と

いった 3 つの指標を一緒に考えることは種多様性を評価する上で重要だと考えられる．ただし，β多

様性の計算方法は数多くあり，類似度もしくは非類似度といった名称で計算されることも多い．そこ

で，本自由集会では，これまで発表されてきたβ多様性を整理するとともに，それぞれの指標が何を

意味するのかについて紹介する．そして，実際にβ多様性を用いて人為的インパクトを評価した研究

例を紹介し，最後にβ多様性をどうやって使っていくべきなのか議論していきたい． 

【プログラム】 

■イントロ（20 分） 

「β多様性とは何をあらわしているのか？」森 照貴（東京大学） 

■話題提供（各 20 分×4） 

「氾濫原における水域の孤立化が植物群集に及ぼす影響」片桐 浩司（土木研究所） 

「河川における流域の農地利用が底生動物群集に及ぼす間接的影響」末吉 正尚（土木研究所） 

「農地における土地利用の変化が植物―植生性昆虫群集に及ぼす影響」内田 圭 （東京大学） 

「河川におけるダムの存在が底生動物群集に及ぼす影響」森 照貴 （東京大学） 

■議論（20 分） 
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【自由集会：Ｇ】  

河川生態を分かり易く表現する 

・日時：9月 2日(金) 16：45～18：45  会場：一条ホール 

【企画】田代 喬（名古屋大学） 

【内容】河川生態を理解するためには，実際の河川に見られる様々な事物や事象を直接的に観察・観測す

る活動が基礎となる．しかしながら，河川は複雑かつ変動的な対象であり，現場では捉えにくく感じ取

りにくい多くの要素から成立している．本自由集会では，「博物館における河川生態の展示・教材化」

や「河川生態を利用した実践・体験型学習」の取り組みを紹介いただきながら，河川生態を分かり易く

伝える意義を再確認し，その方法について議論したい． 

昨年度大会で企画・実施した「応用生態工学ならではの魅力ある普及・啓発コンテンツとは？」とそ

の後の議論の整理から，テーマを絞って展開する． 

【プログラム】 

趣旨説明：田代 喬（名古屋大学） 

話題提供１：河川生態の展示・教材化：三橋弘宗（兵庫県立人と自然の博物館） 

話題提供２：河川生態を利用した実践・体験型学習：野崎健太郎（椙山女学園大学） 

事例報告：映像メディアの活用：渡辺友美（お茶の水女子大学・早稲田大学） 

総合討議：方法論の整理・捉え方と見せ方：吉冨友恭（東京学芸大学） 

コメント：ホームページコンテンツなどへの展開：沖津二朗（応用地質） 
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【自由集会：Ｈ】  

河川環境保全の現場：過去・現在・未来 

・日時：9月 2日(金) 16：45～18：45  会場：１号館第８講義室 

【企画】原田守啓（岐阜大）・久米学（京都大） 

【内容】応用生態工学に関わる研究者・技術者が，河川環境保全の現場に関わる機会は，年々増えてきて

いる．とくに，生態学，河川工学分野の研究者においては，現場に携わる場面が増えるにつれて，専門

的な見地から如何に有効な助言をできるのかという点で，その存在意義が問われているのではないだろ

うか？その一方で，研究者の助言が，現場において有効に機能しない状況や，技術者の提案が発注者に

受け入れられにくい状況があったりもする．また，関係者間のコミュニケーションがうまくいったとし

ても，その他の要因によって，保全目標が達成できないケースや，結果の検証がなされていないケース

もあるだろう． 

そこで，本自由集会では，河川環境保全に向けた取り組みが有効に機能するために研究者・技術者が

留意するべきことを明確にすることを目的とする．そのために，我が国における取り組みの黎明期から

現場に関わってきた研究者・技術者による異なる視点の経験談から，「河川環境保全の現場への関わり

方」についての課題と対応策を抽出し，総合討論を通じて共有したい．そして，応用生態工学会の若い

世代の研究者・技術者が，河川環境保全の現場でより活躍していける道筋を探りたい． 

【プログラム】 

1．趣旨説明（10 分） 

河川工学の立場から：原田守啓（岐阜大） 

生態学の立場から：久米学（京都大） 

2．話題提供（20 分＋質疑 5 分） 

1）佐川志朗（兵庫県立大）：（仮）検証可能な調査デザイン，現場の苦労 

2）鬼倉徳雄（九州大）：（仮）生態学者としての現場への関わり方と闘い方 

3）渡辺敏（ウエスコ）：（仮）コンサルタント業務を通じた河川環境保全の提案の仕方 

3．総合討論（35 分） 
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【自由集会：Ｉ】  

田んぼのいきものをどうやって守っていくか？ －水田水域における多様な生物の保全と再生－ 

・日時：9月 3日(土) 15：45～17：45  会場：一条ホール 

【企画者】田和康太(兵庫県立大学)・佐川志朗（兵庫県立大学/兵庫県立コウノトリの郷公園）・河

口洋一（徳島大学） 

【内容】水田とその周辺の農業水路やため池，承水路などで構成される水域はいわば水田水域と呼べるも

のであり，これらの連続性の高い水域では，豊かな生物多様性が維持されてきた．このことは，弥生

時代以降，人間が後背湿地を水田に作り変えたことで，かつて後背湿地に生息していた多種の生物が，

水田を代替生息地として利用したためと考えられている．しかし，全国的な傾向として，戦後の強毒

性農薬の使用や 1960 年代から本格化した圃場整備事業による水田水域の連続性消失，中山間部での

耕作放棄の進行等により，水田水域における生物多様性は大幅に低下した．そうした中，1990 年代

以降，全国的な水田の生物多様性保全に対する観点の高まりとともに，減・無農薬栽培や湿田および

未整備の水田の特性を生かした工法と農法によって様々な取り組みが実施され，その効果が期待され

ている．本集会では，水田水域に生息する生物を対象とした各地の取り組みとそれらの工法や農法に

対する定量的評価の結果を紹介し，水田水域における生物の保全を将来的にどのような手段で進めて

いくべきか議論する．今後，本集会のシリーズ化を予定しており，初回では，鳥類や魚類といった大

型種を中心とした保全事例に着目する． 

【プログラム】 

趣旨説明（田和康太・佐川志朗・河口洋一）5分 

話題提供  

＜鳥類＞ 40 分 

コウノトリ野生復帰地における取り組みとその効果（佐川志朗（兵庫県立大学/兵庫県立コウ

ノトリの郷公園）） 

トキ野生復帰地における取り組みとその効果（関島恒夫（新潟大学）） 

＜魚類＞ 45 分 

海域から水田域までのエコロジカルネットワークの確保による魚類群集の保全－鎌谷川を事

例に－（田和康太（兵庫県立大学）） 

魚のゆりかご水田の取り組みとその効果（皆川明子（滋賀県立大学）） 

農業水路におけるスイゲンゼニタナゴの保全に向けて（中田和義（岡山大学）） 

総合討論（司会：河口洋一（徳島大学））25 分 

コメント（江崎保男（兵庫県立大学/兵庫県立コウノトリの郷公園））5分 
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【自由集会：Ｊ】  

菊池川における河川生態学術研究：菊池川流域における地質による山地渓流の生態系の差異および氾濫原

の環境の劣化と再生 

・日時：9月 3日(土) 15：45～17：45  会場：１号館第８講義室 

【企画者】島谷幸宏（九州大学） 

【内容】国土交通省河川砂防技術研究開発，河川生態分野の公募研究に平成 26 年度採択された菊池川流

域の研究成果の発表です． 

菊池川は，九州中部に位置する流域面積約 1,000 ㎢の河川で，源流域は阿蘇火砕流の影響を受け流

域地質は複雑で，下流域は盆地と平野があり絶滅の危機に瀕する 2 枚貝やタナゴ類が生息する氾濫原

です． 

集会では渓流域，氾濫原域について発表します．渓流域では溶結凝灰岩，花崗岩，安山岩，泥質片

岩の 4 種類の地質により，渓流形態が異なり，そこに生息する生物も地質の影響を受けていることを

発表します．氾濫原では二枚貝やタナゴ類の現状，氾濫原生態系を保全するための方法について発表

します．その後，討論を行いたいと思います． 

【プログラム】 

・研究の概要 

・渓流の形態と生物相 

・氾濫原の現状と氾濫原依存生物の保全手法 
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【 公開シンポジウム 】 

 

【テーマ】 

「気候変動下における自然と地域社会のレジリエンス－応用生態工学の新たな展開－」 

 

【企画のねらい】 

応用生態工学が目標とする「人と生物の共存」「生物多様性の保全」「健全な生態系の持続」

を実現するためには，地域における自然環境の保全と人間の暮らしを調和させる必要がある．

一方で，地球温暖化に伴う豪雨災害が多発し，それに伴って国土強靭化が叫ばれ，平成 27 年 11

月には気候変動適応策が閣議決定された．このような状況に対して，環境と地域社会のレジリ

エンスを高めることが，未来を見据えた重要なテーマとなっている．応用生態工学はこれまで

生態学・工学の間の学際領域に新しい視点をもたらしてきたが，今後は社会学・経済学等とも

連携し，総合化を図ることがこの課題に対する応用生態工学の果たすべき役割であると考えら

れる．本シンポジウムは応用生態工学会 20 周年記念大会のハイライトとして，この応用生態工

学の新たな展開を議論し，地域社会への貢献の方策を探る機会とする． 

 

【プログラム】 

   ９月４日（日） 

13：00 趣旨説明  

13：10 第１部 「応用生態工学の評価と課題」 

・応用生態工学会会長  辻本哲郎（名古屋大学名誉教授） 

・応用生態工学会前会長 谷田一三（大阪府立大学名誉教授） 

 第２部 「新たな視点と連携」 

・島谷幸宏（九州大学教授） 

・西廣淳（東邦大学准教授） 

・広田純一（岩手大学教授） 

・宮内泰介（北海道大学教授） 

 第３部 パネルディスカッション 

[コーディネーター] 

中村太士（北海道大学教授） 

[パネリスト] 

島谷 幸宏（九州大学教授） 

西廣 淳（東邦大学准教授） 

広田 純一（岩手大学教授） 

宮内 泰介（北海道大学教授） 

天野 邦彦（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

17：00 終了予定 

 

【参加費】無料 
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【 エクスカーション 】 

 

【企画のねらい】 

公開シンポジウムのテーマである「気候変動下における自然と地域社会のレジリエンス－応用生

態工学の新たな展開－」に沿ったエクスカーションとし，気候変動に起因する豪雨災害への対応や

長期にわたる環境変化にも適応した環境施策を行っている場所を見学し，その取り組みについて学

びます． 

① 利根大堰下流 

地域に根ざす利根川を目指し，治水対策と環境対策との共存が期待される適切な掘削と

管理を行うため，利根大堰下流域において治水と環境の一体的な対策が進められている． 

② 渡良瀬遊水地 

遊水地の機能と自然再生や水辺環境の保全・再生と地域振興・経済活性化の実現を目指

す，エコロジカルネットワーク形成に向けた取り組みが行われている． 

③ 江戸川河道掘削における湿地環境の創出・復元 

河川改修（河道掘削）に合わせ，江戸川河川敷にかつてあった湿地環境や，水際の連続

性（エコトーン）を創出し，湿地，樹林，草地のバランスのとれた河川環境（多様な生態

系の基盤創出）を目指している． 

④ 首都圏外郭放水路 

首都圏外郭放水路の整備は，中川・倉松川・大落古利根川等の洪水の際，その水の一部

を江戸川へ放流するために各河川間を地下で結ぶ放水路を建設したもので，これにより流

域の浸水被害を解消または軽減し，より安全で良好な生活環境を創造することとしている． 

 

【コース・日程(予定)】 

９月５日(月) 09：00 JR 高崎線「行田駅」東口ロータリー出発 

09：25 利根大堰下流の現地見学（砂礫河原再生，たまり池再生，湿地整備等） 

11：45 渡良瀬遊水地の現地見学（水辺再生，エコロジカルネットワーク等） 

12：55  昼食           

14：50 河道掘削における湿地環境の創出・復元箇所,首都圏外郭放水路の見学 

17：00 東武野田線（東武アーバンパークライン）「南桜井駅」解散 

 

※参加申し込みをされた方には，集合や移動，注意事項等の詳細を改めてお知らせします． 
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Inle Lake, the second largest lake of Myanmar, is situated in Shan State in the north-eastern
side of the country. The Inle Lake is not only designated as the main attraction of Myanmar`s
booming tourism but also nominated as one of the heritage of ASEAN countries. The main
business of in this area is agriculture with floating gardens. This lake is considered as a warm
polymictic lake and the trophic state is eutrophic. In Inle Lake, there are a lot of floating farms
in floating islands and are made from masses of floating vegetation. Floating farms are found
around the lake margins, tomatoes being a major crop. The tomato plantation is the major food
from the Inle floating island agriculture and produces about three tons per year and distribute
throughout the country. The chemical pollutants from the farms, human wastes and domestic
wastes produced from the peoples in everyday finally accumulated in the lake and become
contaminated.

In the last decade, the lake has been facing serious threats due to the use of chemical
fertilizers, pesticides, and organic fertilizers, man-made pressure leading to the deterioration of
its water quality and shrinkage of the open water area. This paper aims to identify the problems
based on data collected from lake authorities, investigation of field data, water quality survey
and to prepare the management plan for biodiversity conservation of Inle Lake. It can be useful
for the major problems of eutrophication, water pollution, and controlling and monitoring water
quality, environmental deterioration and to preserve the lake for future generations.
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Myanmar is one of the most biodiverse countries in Asia and is biogeographically interesting
area, however, anthropogenic activities such as deforestation, mining, river regulation and
agriculture have resulted in environmental degradation and biodiversity loss. Since the law on
the preservation of the river water quality has not been enacted, continuous biomonitoring plays
an important role. In addition, the exact identification of the occurrence species is still very poor.
We have conducted qualitative macroinvertebrate sampling in the 2nd-3rd orders gravel bed
stream in the Southern Chin State which is located in the southernmost of the Arakan
Mountains since 2012. As for Trichoptera, the twenty-one species belonging to 15 genera and 10
families has been recorded for the first time, and most of them are originally from
Indo-Himalaya mountains. Among many of the river environment has been degraded by human
action, it is evidence that this region is biologically valuable, and the identified species become
indicators for environmental conservation. However, effect of shifting cultivation on outflow of
sediment to the river is increasingly concerned. In many other regions, new hydroelectric dams
are being planned or constructed without an environmental impact assessment. In both
academic and social aspects, biomonitoring of aquatic insect community is very important.
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島嶼の地域知を活かした海洋保護区の計画
－長崎県五島列島三井楽半島の事例

清野聡子 1)・坂本崚 2)・井上晃輔 2)・滝沢恭平 2)・會津光博 3)

1)九州大学大学院工学研究院環境社会部門、2) 九州大学工学府都市環境システム工学専攻
3)九州大学大学院工学研究院附属循環型社会システム工学研究センター

1.はじめに 伝統的方法と考えられる。円畑は、地域知を活かした

海洋保護区（MPA）の設定と管理は、生物多様性保全、 グリーン・インフラ、ECO-DRR とみなすことも出来、今

持続可能な自然資源利用のための手法である。日本で 後、実証的な観測が必要である。

は、2011 年に国立・国定公園、鳥獣保護区、天然記念 海洋保護区の計画としては、地域知や伝統的管理を

物、共同漁業権区域などの既存の海域管理区域が MPA 活用したボトムアップの手法が求められている。福江

と位置づけられた。 島北部では、現時点でも、国立公園や生態学的・生物

島嶼地域では、有限の空間の中で、海洋性の自然条 学的重要海域 EBSA（環境）、名勝（文化）に加え、漁

件に対応し、水や自然資源を有効活用する生活様式が 業・物産（産業）の生産場が、同じ空間に重層的に、

形成されてきた。急激に進む人口減は、海洋の自然に あるいは隣接して位置し、結果的に沿岸域の陸から海

対する地域知をも喪失させ、住民不在により荒廃や乱 までの複合的な範囲が保全されている（図 2）。今後の

開発が進行し自然環境が守られなくなる。現在、観光、 海洋保護区の設定や管理には、既存の枠組での工夫を

漁業など海洋環境を活かした自然共生型の地域づくり 新たな視点から再認識する進め方が有効と考えられる。

が急務となっている。

2.対象と方法

本研究は、長崎県五島列島福江島北部三井楽を対象

地とした。伝統的居住地の地形、動植物の地域的利用、

文化財について現地踏査、空中写真解析、ヒアリング、

文献調査を 2007 年以降現在まで行った。

3.結果と考察 図 1 円畑(空撮)
福江島北部三井楽半島には、西海国立公園に指定さ

れた海域、沿岸域があった。沿岸の共同漁業権区域で

の住民の管理もふくめ制度上は既に MPA である。国指

定名勝の海岸の構成資産は、遣唐使寄港地の井戸跡、

潮汐を利用する伝統的な石垣漁業施設スケアン、冬の

季節風を利用する甘藷切片（カンコロ）干場であった。

特に玄武岩からなる緩傾斜の溶岩台地には「円畑（ま

るはた）」が広がっていた（図１）。不定形の丸みを

帯びた段々畑で、石垣と椿など常緑樹の防風林縁取ら

れている。18 世紀に隠れキリシタンにより開墾され、

維持されてきた様式である。特に、椿は実の利用に加

え、石垣や土石の間隙への根の伸長による斜面崩壊防

止の減災機能が推察された。さらに円畑をめぐる蛇行
図 2 福江島三井楽の総合的な沿岸の保全と利用

する石垣と石畳の通路は、側溝と兼用であった。嶽地

区の畑斜面３区画は 1/10 の勾配を有し、石垣により砂

防ダムにも似た構造となっていた。降雨による土壌流 4.謝辞 現地調査では永冶克行(五島自然塾)、五島市、

出、沢や海岸への濁水流入の防止機能も想定される。 櫻井喜人氏他三井楽住民の方々にお世話になった。環

円畑は、平野部での米作適地に入植できなかった開 境省環境研究推進費 S-13（代表 柳哲雄）に支援を頂い

拓者が、溶岩台地に対応した独特の自然利用を行った た。ここに記してお礼申し上げます。
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Citizen Participated Ecosystem Monitoring Affects Participant's Learning and Interests in Local Nature

A Case Study on "CHINO Biotope Forest"
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1) , 2)
TSUJINO Masahiro1), SASAKI Masahiro2), AIZAWA Akihito2)

1) Ecosystem conservation society-Japan, 2) Chiba University
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The effect of iron exposure on oxidative stress and antioxidative responses of
Egeria densa

Mahfuza Parveen1, Takashi Asaeda2, Md H. Rashid2

1Graduate school of Science and Engineering, Saitama University
2Department of Environmental Science and Technology, Saitama University

Introduction

Iron is one of the important and frequently occurring metals in the environment. It is also a vital trace element for

plants, which involved in chlorophyll biosynthesis, and in many components of photosynthetic and electron

transport systems [1]. However, excess concentrations of iron can exhibit toxicity for plant by altering

photosynthesis, enzyme activity, and most commonly inducing reactive oxygen species (ROS) production. To

minimize the biological damages, plants have developed antioxidative defense systems, including antioxidative

enzymes (CAT, APX). Egeria densa is a submerged, freshwater perennial plant that is found in both lentic and lotic

environments, and also very common in Japan. In the present experiment E. densa was treated with 0.05, 10, 20, 30,

and 50 ppm iron (Fe3+ added from FeCl3.6H2O), and the physiological change, oxidative stress and antioxidative

responses were observed after 14 days exposure .

Results and discussions

Plant growth, total chlorophyll and IAA concentrations were decreased when plant exposed to more than 20 ppm

iron concentrations (Fig. 1). Previous studies reported that heavy metal exposure could modify a number of

physiological processes and particularly chlorophyll degradation. H2O2 and MDA content increased significantly

(p<0.05) when plants exposed to 30 ppm iron concentration and became highest in 50 ppm iron concentration. To

prevent oxidative stress H2O2 could be eliminated by CAT and APX [2]. With the increasing concentrations of iron

activities of CAT and APX also increased until 30 ppm iron exposure. Activities of these two enzymes decreased

when plants exposed to 50 ppm iron concentrations, suggesting the protective function of the protective enzymes

reach their limit in this concentration. The study provides the evidence that, E. densa can tolerate 30 ppm iron

exposure, and the antioxidative enzymes are sufficient to prevent biological damage mediated by oxidative stress.

Fig. 1 Relation between IAA and total chlorophyll concentration (A), and IAA and H 2O2
content (B) when plants exposed to different iron concentrations

References

1. Xing, W., D. Li, and G. Liu, Antioxidative responses of Elodea nuttallii (Planch.) H. St. John to short-term

iron exposure. Plant Physiology and Biochemistry, 2010. 48(10): p. 873-878.

2. Koca, H., et al., The effect of salt stress on lipid peroxidation, antioxidative enzymes and proline content of

sesame cultivars. Environmental and Experimental Botany, 2007. 60(3): p. 344-351.
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Photosynthetic performance and stress response of Potamogeton anguillanus to salinity

Hendadura Chandani Chalanika De Silva 1, Takashi Asaeda2

1Graduate School of Science and Engineering, Saitama University, Japan
2Department of Environmental Science, Saitama University, Japan

Introduction

Salinity of water which is caused by the presence of excessive amounts of salts is one of the most influencing factors for the spatial
distribution of submerged macrophytes. When the salinity level in water exceeds the threshold level, it alters the water status,
including ion balance and osmotic pressure which leads to a salt stress on submerged macrophytes. For instance, the long term
field observations in Shinji lake, Japan revealed that, there were significant changes in density and distribution of Potamogeton
anguillanus along with the salinity gradient. So, the present study was focused to determine the effects of photosynthetic
performance and salinity induced oxidative stress on P. anguillanus under laboratory conditions.

Materials and Methods

The target macrophytes species P. anguillanus were collected from Shinji lake, Shimane, Japan and acclimatized under laboratory
conditions before initiating the experiment. Approximately 7 cm long apical tips of P. anguillanus were planted in PVC pots with
well washed river sand and acclimatized under controlled conditions up to one week period. Then, they were introduced into five
different setups with different salinity levels ranging from 0 ppt to 12 ppt (0, 3, 6, 9 and 12). The long term effects of salinity have
been tested after two weeks time duration with reference to the plant growth rates and three types of photosynthetic pigments
including Chlorophyll-a, b and Total carotenoids. In addition, H 2O2 formation as main reactive oxygen species and several anti-
oxidant enzyme activities including Peroxidase (POD), Catalese (CAT) and Ascorbate peroxidase (APX) were examined to
determine the stress response levels.

Results and Discussion

There were significant (p<0.005) decreasing of Chlorophyll a and b contents and Chlorophyll fluorescence along with the salinity
gradient. Further, there was an increment of total carotenoid indicating the salinity induced stress of P. anguillans (Figure 1). The
variations of H2O2 concentration and POD activity also provide evidence for the salinity induced oxidative stress of current study
(Figure 2).

Chl-a Chl-b3000 1
Carotenoids Fv/Fm Ratio

2500 0.8
2000

0.6
1500

0.4
1000

0.2500

0 0
0 3 6 9 12

Salinity (ppt)

Figure 1: Variations of Chlorophyll fluorescence and Figure 2: Variations of H 2O2 Concentration and POD
Photosynthetic pigments with salinity of P. anguillanus activity with salinity of P. anguillanus

The findings of the present study revealed that, salinity stress caused for the stunting of growth and reduction of photosynthetic
pigments of P. anguillanas due to the significant induction of oxidative stress by excessive salt concentrations. The findings of
this study are particularly helpful for the understanding the interaction between submerged macrophytes and environmental
parameters, particularly salinity.
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Variation of intracellular 2-MIB in cyanobacterium Pseudanabaena galeata and its relation
to nutrient limitation

Helayaye Damitha Lakmali Abeynayaka and Takashi Asaeda
Department of Environmental Science and Technology, Saitama University, Saitama, Japan

Introduction odorous 2-MIB in cyanobacteria is significantly reduced
Musty odor compound (2-MIB) formation by under nutrient limiting conditions. However by this
cyanobacterium Pseudanabaena galeata (P. galeata) is process cyanobacterium biomass could not reduce
regulated by many environmental factors including considerably. Cyanobacteria have tolerance to survive
temperature (Kakimoto et al., 2014), light intensity and growth even in nutrient limiting environments.
(Wang et al., 2015) and availability of nutrients (Su et al., Hence the application of some other controlling
2015). The understanding of the effects of environmental mechanisms such as artificial mixing (Asaeda and
factors on biosynthesis of 2-MIB in cyanobacteria is Imberger, 1993) or pressure induced sedimentation
essential to improve odor management. Hence the main (Abeynayaka et al., 2015) essential to cyanobacteria
objective of present study was to develop relationship biomass control.
between limited N and P concentrations and intra cellular
2-MIB concentration of P. galeata.

Methodology
P. galeata cultures were incubated at 20 ± 0.5 oC under
white fluorescence light of 20 µmol/m 2/s (12 h dark, 12 h
light) in autoclaved BG11 medium. After 30 days P.
galeata cells were re-suspended in BG 11 media with 3
different N and P concentrations (see Table 1) then
cultured under same incubation conditions.
Cells were harvested after 7, days. Optical density at
730nm (OD730), chlorophyll-a (Chl-a) concentration and
intracellular 2-MIB concentration were analyzed.

Table 1 N and P concentrations

Fig. 1 Variations of 2-MIB, Chl-a and OD730 in
experiment A, B and C

Further researches and suggestions
Relative expression of 2-MIB biosynthesis regulatingResults
genes MIBS and GPPMT of P. galeata will be analyzed.Variation of Chl-a and intracellular 2-MIB (30:1 N:P
Impact of lower nutrient concentrations below 0.1 mg/Lratio) is shown in Fig. 1. After 7 days, intracellular 2-
on 2-MIB synthesis will be investigated. FurtherMIB concentration was significantly increased with
researches with different cyanobacteria species andnutrients concentration (ANOVA P=0.00). Yet any
nutrient limiting conditions and field observations aresignificant relationship of Chl-a and OD730 was not
recommended.observed with respect to the nutrient concentrations in

culture media. High amount of 2-MIB was synthesized at
References5.5 mg/L P concentration and Chl-a concentration in that Abeynayaka, H. D. L., Tanaka, K., Atsuzawa, K., Kaneko, Y., and Asaeda, T. (2015). Pressure

Induced Adverse Effects on Buoyancy Regulation of Fresh Waterculture was the lowest. 2-MIB in nutrient limiting
Cyanobacteria: Pseudanabaena galeata and Microcystis aeruginosa. In "Ecologyconditions were comparatively lower in contrast OD730 and civil engineering society conference", Vol. 19, Nihon University, Koriyama,
Japan.and Chl-a were higher in those conditions than nutrient Asaeda, T., and Imberger, J. (1993). Structure of bubble plumes in linearly stratified
environments. Journal of Fluid Mechanics 249, 35-57.rich sample.

Kakimoto, M., Ishikawa, T., Miyagi, A., Saito, K., Miyazaki, M., Asaeda, T., Yamaguchi, M.,
Uchimiya, H., and Kawai-Yamada, M. (2014). Culture temperature affects gene
expression and metabolic pathways in the 2-methylisoborneol-producingDiscussion cyanobacterium Pseudanabaena galeata. Journal of Plant Physiology 171, 292-
300.Cyanobacteria are well-known contributors of musty

Su, M., Yu, J., Zhang, J., Chen, H., An, W., Vogt, R. D., Andersen, T., Jia, D., Wang, J., andodor and taste issues in fresh waters worldwide. Yang, M. (2015). MIB-producing cyanobacteria (Planktothrix sp.) in a drinking
water reservoir: Distribution and odor producing potential. Water Research 68,Management of nutrient over load in to the lakes and 444-453.

Wang, R., Li, D., Jin, C. X., and Yang, B. W. (2015). Seasonal occurrence and speciesrivers is possible controlling mechanism of the musty
specificity of fishy and musty odor in Huajiang Reservoir in winter, China.odor issues in fresh waters because biosynthesis of Water Resources and Industry 11, 13-26.

N:P NaNO3
(mg/L)

K2HPO4
(mg/L)

N
(mg/L)

P
(mg/L)

30:1
182.1 5.6 30.0 1.0
91.1 2.8 15.0 0.5
18.2 0.6 3.0 0.1
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Revisiting SCDM (Sverdrup Critical Depth Model) and quantifying the
importance of P-I (Photosynthesis-Irradiance) equation

- Case study without photoinhibition-

Jayatu Kanta Bhuyan 1) Eiichi Furusato 2) Marion Martienssen 1)

Brigitte Nixdorf 1) Hiroomi Imamoto 3)

1) Brandenburg University of Technology, 2) Saitama University, 3) Japan Water Agency

More than 60 years ago, Sverdrup (1953) formulated the critical depth (zcr) model (SCDM) and gave for the first time
how a basic ecosystem model works, namely the onset of phytoplankton blooms. He found an analytical solution for the
zcr through several basic assumptions. He used the simplest linear photosynthesis irradiance (P-I) light curve equation (P
= ). However, in his model quantitative estimation of the effect of the assumption on the zcr value was not considered.
In this study, we discuss about quantifying the importance of P-I equations for estimating critical depth without
photoinhibition.

For comparison with the linear equation used by Sverdrup (1953) two P-I curve equations are chosen which are based
on simple Rectangular Hyperbolic type (Baly, 1935) and Hyperbolic Tangent type (Jassby & Platt, 1976) as typical
models except for photoinhibition types. The difference among the three curves can be clearly seen from Fig. 1 (a). The
Beer- Law, I(z) = I0 e - is used to P-I equations for calculating Depth Integral net Photosynthesis (DINP)
which gives zcr when DINP is equated to 0.

DINP(md-1)
0.14 (a) 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1(b)

Baly,1935 00.12

0.1 20
0.08 Sverdrup,

1953 400.06

0.04 60
Jassby&

0.02 Platt,1976
800

0 200 400 600 800 1000
100PAR(µEm-2s-1)

Fig. 1 Comparison of P-I curves (a) P-I relationships, (b) DINP : I is photosynthetically available radiation (PAR), I0 is the

surface Incident ray, Is is the saturation incident ray (µE m
-2 

s
-1

), P is the photosynthesis rate, Pm is the Light saturated

maximum photosynthesis rate (d
-1

), is the Initial slope of the curves (Pm/Is) (m2 
s µE

-1 
d

-1
), zm is the mixed depth, zcr is

the critical depth (m), is the attenuation constant (m
-1

) and R is the Total losses (d
-1

).

The basic assumption of a linear P-I equation for SCDM was indisputably pedagogical. But in reality this assumption
is over estimated for the DINP compared to other P-I models. By comparing with other P-I models, rectangular
hyperbolic and tangential types we can estimate the range of difference among the P-I curves. There is also remarkable
difference in zcr among the selected P-I equations as it can be seen from Fig. 1 (b). The P-I curve equation although
depends on the physiology of phytoplankton species, plays an important role in estimating zcr. Thus, from this study it is
concluded that for estimating zcr, the selection and quantifying the importance of P-I equations should be considered.

This research was partly supported by the Lab-to-Lab project, Saitama University and the River Fund of The River
Foundation, Japan and the Research Fund of Takahashi Industrial and Economic Research Foundation.

Baly ECC: The Kinetics of Photosynthesis. Proc. R. Soc. Lond., B, Biol. Sci.., 117(804), 218-239, 1935.
Jassby AD, Platt T: Mathematical formulation of the relationship between photosynthesis and light for phytoplankton.

Limnol. Oceanogr., 21(4), 540-547, 1976.
Sverdrup HU: On Conditions for the Vernal Blooming of Phytoplankton. J. Cons. int. Explor. Mer., 18(3), 287-295,

1953.
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